
1976.03.22-月曜寸言　「走資派」批判　月曜評論
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もあった。
しかし、
香港で
お
寝
ぎ
きであろうとも轡い

境は額隠しているさつにも忠

言
語見聞
号すれば、多
幸
一

一

感控、
まだまだ
翠刷は流動的
だ。しかも、
やはり中閣をとり
われ、
話回夫人の
皆川ζのよ戸つ
よもう一
炉のエネルギーは、
中

中

勺郡小平らの「走資派」
がζの
まく客観的な諸条件そ考えれば
な政治の退行の背景にいつもち
中国の大衆のあい
でにはもは
一

日

まま打倒されると結論づけるに
工業化の諜題一つをとってみて
らつくのゼあって、
との点から
や伝在していないように回九九つ。
…

一
私がモスクワに滞在している
は時期尚早と見ているようだつ
もX革派
、実
譲住政官僚や附則
すればいかんともしがたいよう
広州では江宵
勢判の
主義もあ
山

一
あいだに、
申国では「走資派」
た。

小平らのようなリアリスト
勾官
な気もする。
いずれにせよ、
文
ったとかで、
まだま吃事態は流一

昨
勤判が激発して、
周恩来なさ中
私は、ζれまで、毛沢東以筏へ
脱出の方にとそ本来、
時の
利かあ
諸派にもしも本当に安定した刀
動的だと田川うが、一つだけはつ
小

山
箇の釘方はき
わめて流瑚的にな
の重大な転換期にある中国内政
り、
従って、
時の激動はあって
があるのなら、
とのようなかた
きりしていると恕われるζどが
吋

ゆ
ってきだ。
ソ
考
書
雪大い
にはある
警
護力が働くので
も、
少し長期的
覧
会ら、
む
ちでの「走資
派」
覇宗
主

君。
それは周恩来の
蓄
量
一

口
に注目していたが、
いわゆるよ

小平が弔辞を読ん吃ζとのもつ
～
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内
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山
という見方が強かった。
私は壬

的な窓映をもったのではなかろ
～

一
スクワからの帰途テヘランへま
はないかと見倣し、
文
芝
要
しろ郵小平の
車
窓援とした
なはずであって、
私はむしろ毛
主。
とのままゆけば毛沢東の
…

一
わり、
香港にも立ち符ったが、
草へもっていった潮流とそれに
「深部の
Eにと｝で注目すベさ
なき中国を考えたときの文革派
死w伝聞しても郡小平が弔辞か訪
中

旬
香港はさすが中国情
報の「本
逆らう反潮流との角逐はつづく
ではないかと考えてきた＠私は
のあせりそそζに見る。
郎小平
むのではないか、
と考えた文草
山

一
潟」だけあって、
はやくも務
国
だろいつが、
「抗判批弘μ巡描ゃ
いま郵小平が矢而昨日斗たされて
自身はあるいは失騰するかもし
派の危機
意漁ζそ今回の「走資刊

一
鋒をめぐる秘話や内務物のパン
「
義山伝」勤判の迷一却がいずれ
いる隠点でも、
なお基本的には
れないが、
また一方、
禁制たる
派」勤判の起爆カであったのか
叫

中
フレットが派手に出まわり、
な
も不透明な輪郭のなかで終摘出し
とのように見ている＠ただし、
カをもっているがゆえに嵐のお
もしれない。

一

F
かには手早くも閉山小平そ除外し
ていったように、
当面、
決定的
そのような論理的な考察が適用
さまるまで耐えているのかもし

（東京外語大助教授）
…

一
た新しい総力者像の小冊子など
な結着はつかないまま流動的な
しないほど、
中国の今日の政治
れない。
昨冬中国そ再均したと

む
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